
阿蘇火山地Ujui源の分布に就いて

理事博 l 佐 々 ~fLt< 

緒 言 昭和四年五月 1'-旬阿蘇火山研究所じのヰーへノレト千砥水'1、・動地震計/之ひ千

宍百互.U二|、・動地震計在据置してから昨年末までに，阿蘇火山地域に護生しに地震f:けでも

総数三千儲回に及ぶのである n こ込では其の震源、の分布のみに就いて概説し，他日稿沿改

めて火LII噴火活動との聞係や地震動l事情の様式等に閲して，詳論する心組であるc

震源決定法 大部分の地震が研究所唯一ケ所でのみ観測されてゐるに過ぎないから，震

源の位置を正確に求めることは困難であるが，ニミでは大勢佐見る矯に，地震波の俸矯に

就いて，後に述べる様な地殻

構造を考へて，初動ケ位，射出

角，初期微動櫨績時間の観測

値を使って震源ぞ決定した。• 
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分!与に記録紙上-~リメート

先づ初動の上下，水平，雨成

.' 

"0 

40 

Jレ以上で，観測誤差が僅少と

考へられる地震のみに就いて

見掛けの射出角と初期微動稽

" 
ヨL。 '0 JO.f; 

第 闘

鏑時間との関係を固にしにものが第一国である。聞に明かな様に殆んと、、全部五十度以上で、

ある。師ち地表に近づくに従ひ俸橋建度が非常に減少してゐる事ぞ p点すもので，其の獲化

の様式は蓮繍的であるか不連績的であるか解らないが，こゐでは簡草の矯めに不注績的に

挫化してゐるものと考へる。併して不連績面の深3弘山 l二本堂観測所と山麓研究所本所

との二貼で観測し得fこ十数回の火山地震観測結果からー粁と偲定しfこc 卸ち地殻は深さ 1

粁の不連績面の[:， 1;の屠で，(;t.各三俸播遁度が-様であるが，其の境で、与L=sin40
0

=0.64
i;'l 

なる{集件冶満足する様に上暦の蓮度が|干暦のものの0.64に減少する。この地殻で震源の深

~ 3粁及び10粁の地震の見掛けの射出向と初期微動櫨績時聞は第一固に貼線で示しにもの

になり，観測結果と調和してゐる。共に袋源距離と初期微動櫨績時間との聞係は，山上本
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阿蘇火山地震震源の分布に就いて

堂と研究所本所ーとで同時に記録し得た爆費地震及び現火口附近に費生した火山地震の観測

結果，裁に;本所の上下動地震計に載多く記錬された爆費地震動と爆護気盛波による地動と

の観測結果から

護源距離=4.5XC初期微動植繍時間〕

なる式で輿へられる。上述の方式によって山上本堂と研究所本所とで観測しf与すニ現火口l附

近以外に費生した火山地震tこついて，刷所にhぞける初動方位，射出角，初期微動植繊時間の

観測から各 ょ 濁古:に決定した震iJ，~の位置が嗣者満足すべき程度に一致することを確めに。
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第三岡

歪昭和十三年十二月三十一日

Oは初動「引き」
の地震

.は初動「押し」
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阿蘇火山地震震源の分布に就いて

震央分布 昭和四年六月以降十三千1".+くまでの閉じ初動各成分般に初期微動櫨繍時閉そ

正確に観測し得大地震の震源の位置を hAのjf式によって決定し，民の令部の震央分布を

示しにのが第三闘である。闘に於て白闘は初動l引きJ，黒I副は初動「押し」の地震ぞ表はすの

である。本闘に於て震央の大部分が現噴火口西方地域に集合してゐることはけ:目すべき瀬

第一表第一種火山微動平均振幅(単位ミ伊ロン)

X 一 一 四 五 七' /司、 カA 十 ート 十 金一 J 、

一 一
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 年

昭和
4 

3.02 3.00 3.07 3.03 1.52 0.95 040 2.14 

υ 円 0.00 。。。 0.00 0.00 0.00 。。。 。。。 0.03 0.49 0.00 0.00 0.00 0.04 

6 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

7 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 000 0.00 0.00 0.08 0.10 0.19 1.36 0.14 

8 1.05 6.81 3.36 2.03 2.45 3.46 2.26 1.52 1.86 1.23 1.47 1.52 2.41 

9 0.68 0.49 0.31 0.23 0.20 0.18 0.20 0.24 0.33 0.48 0.34 

10 0.53 0.36 0.27 038 0.39 0.84 0.23 0.12 0.22 0.21 0.98 0.90 0.45 

11 1.32 1.43 1.10 0.81 0.99 0.92 0.86 0.59 0.81 0.50 0.70 0.84 0.90 

12 1.59 1.69 2.14 2.41 2.19 1.70 1.55 1.37 1.02 0.95 0.82 0.97 1.54 

13 0.66 0.12 0.2.1 022 0.17 0.13 0.09 0.09 0.13 0.25 0.13 0.13 0.19 1 

阿蘇火山地震回数

XI ~I :I~ 四五
~ 

ヒ lI. 九 ート 卜 ート 金ノ、

一 一一月 月 月 月 月 月 月 年
一一一一一

昭和 56 27 31 22 10 12 177 
4 

5 14 22 12 6 8 6 158 7 9 15 36 304 

6 18 9 2 22 3 2 3 、 8 3 8 20 6 140 

7 23 16 B 7 11 8 3 9 4 12 4 39 104 

8 590 472 280 193 113 43 35 42 25 26 19 27 1861 

9 30 40 40 18 14 10 3 4 6 12 5 5 187 

10 19 6 103 11 B 4 13 12 8 8 B 196 

11 6 8 7 。 5 。 7 8 3 12 。 4 55 I 

12 32 8 3 3 2 8 4 ! 6 B 4 2 

'13 10 5 2 13 36 19 12 5 5 7 10 3 I 127 
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阿蘇火山地震震源の分布に就いて

別府附 i丘地震回数

x 一 一 四 五 ノ、 七 i¥. ブL 十 金一
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 | 月 年

昭和 。。。 。 2 2 。 5 。 1 。 11 
4 

5 27 3 225 25 3 21 。。 4 13 323 

6 9 10 6 36 4 19 13 。 2 6 5 111 

7 2 10 2 2 。 9 。。 。。。26 

8 。 4 3 。。 2 12 。 7 2 32 

9 3 4 5 4 。。 19 。 5 43 

10 。14 16 7 11 2 67 4 3 8 5 138 

5 4 2 1 6 5 11 16 5 14 2 72 

12 9 2 2 18 4 3 3 3 2 8 56 

13 6 2 。 12 。 9 2 6 。40 

著な事貰である。勿論観測黙の近くに費生した地震は微少なものでも，より蓮いところに量

生したものより，振幅も大きく従って初動ぞ正確に観測し得る機曾が多いから比較的多く

固に記入されてゐる事貰は考慮に入れなければならなし、。併し乍らこの内数十個の地震は

*~ヒ約 60 粁離れた別府研究所のクヰーへ Jレト地震計に記録されてゐる程度の強さである

が， 夫常;の大部分はやはり火口西方地域に護4::した地震である。文昭和八年に山 l二本堂観

測室での観測でも火口束/f地域に量生しずこ地震は全

くなかった。卸ちこの特異.な震央分布は観測結の位

置に起因するものでなくて，現今阿蘇山に於ける火

IJI地震活動の中心は現噴火口西方地域に{t-ffすると

推論されるのであると之は西方地域の火山丘群が東

方地域のものに比べて後期噴出であることや， 11m.泉

が東方に全くなく，西方地域にのみ豊富に湧11'.して

ゐる事質からも諜想されることである。向はこの問

題は震央分布の有様が噴火活動の種々の時季によっ

て如何に後るかを調べて見ると盆孟明になる。

噴火活動と震源分布噴火活動の消長を示すもの

( 20 ) 
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，~食 自 然

第三岡

第一積火山微動と火山地震との闘係



阿蘇火山地震震源の分布に就いて

として，それより多少先行するけれEも，大韓鐙動様式が平行するところの第一積火山微

動振幅の後動そ採用し，今其の月平均値と火山地震毎月回数とを第一表に記載し，それぞ

圃示したのが第三固で‘ある。地震活動i}噴火活動より先行することは闘に明カ、であるが，

噴火活動 l二昇朋，白日ち傾斜計観測によると火口附近地盤隆，也準行期である昭和七年十二月

から翌八年一月友までに量生した地震の震源分布を第四国(甲)に示した。岡中記入の数字

は深:!~刊Tで示したものであるυ 殆ん左全部が中央火口丘群西方斜面 f(こ密集してゐる。

之に比べて第四国(乙)で示された，噴火活動最盛期，卸ち火口附近地盤隆起極大保持期で

ある昭和八年一月友より二月末に至る期間のものは活かに庚い地域に分散してゐる。ごえに

噴火活動老衰朗，火口附近地盤沈降準行期なる三月初めから同年 kまでの期聞の震源分布

守

0，. ~ ""t -r.' ~， 
ト・..1よ 22bfミl千本

のぢ14P3:;?;殺:tJM F
日間4必:pzFTB 1 そ.+ +..ち
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~" -?;'" g!? .. 

ι 、い

は第四嗣(丙)で示される様に，部lの

期間のもの(第四闘，乙〕と殆んど同

様であるが，地震初動の「押しJI引

き」の割合が梓しく異なる。

卸ち第一期では|引き」が「押し」の

二倍，

第二期では「ヲlき」と「押し」がほ v同

数，

第三期で山|きJt明し」のti二な

、a、
4・

q. 

， 

q， 

~ 
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←第四岡 震源分 布岡

十研究所の位置

火口形が火口の位置

O は初動「引き」の地震0

・は初動「押し」の地震

歎字は深さを粁で表はす。

直線は裂縛の方向を示す。

甲 自昭和七年十二月二十八日

至 八年一月二十八日

↓第四阿 乙
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阿蘇火111地震震源の分布に就vて
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第五闘 震源分布岡(記入方式第四聞と同様)

昭和九年一月一日自

昭和十三年十二月三十一日至

ってゐる ι，礎震機巧はー・勅観測では遁蛍な慣定治輿へない限り決定出来ないがこの事貰は

非常に興味あることで他H向(.1多くの調査観測そ経て詳論する心組であるu

Zえに噴火活動盆主衰へた昭和九年から卜三年末迄の期間の震源分布が第五闘で示3オL，

震央が盆主成大な地域に憤散分布してゐることがj主Hに債するのである。

( 22 ) 



阿蘇火111地震震源の分布lこ就ャて
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第六闘 震源 分 布 闘

(記入方式第四固と同様)

甲自昭和四年六月一日

豆 同年十二月三一十一日

乙自昭和五年一月 一 日

至 同年十二月三十ー・日

'P5自昭和六年一月 一 日

主昭和 七年九月 一日

( :l日)
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阿蕊火山地震震源の分布に就いて

この闘係は噴火活動の規模が上述のものに比べて活かに小さい昭和二，三年の第四火口

噴火活動の老衰期である，昭和四年六月一日:から同年末(第六園甲)，及び翌五年一杯(第

六闘乙)の震源分布に比べて，活動休止期昭和六，七年(第六闘丙〉には遥かに庚大な地域

に散布してゐるのでも見られるのである。郎ち噴火活動の消長に依って地震活動の隠域が

移動することぞ示すものである。今各年について震央距離，研究所から 10粁以上の地震図

書主の綿回数に針する割合と第一種微動各年平均値とを固に示したものが第七圃であるが震

源が噴火活「動開始期から最盛期にかけて，地震活動区域中心附近に密集し，噴火活動が衰

へるに従って次第に遠方へ鏑散し，再・び中心に向って集合して来て究明の噴火活動が開始

することを暗示してゐる様である l 第七固に別府附近地震の各年綿回鼓やも併せ圃示して

置いた。既に谷貞夫氏に依って指摘されたことであるが，別府地震が阿蘇噴火活-動休止期

にのみ頻聾する事賓が，軍に偶然の一致に非すでして，前週震源移動の延長と考へることも

出来るかとも思はれるが，この貼は今後向li多くの観測事質ぞ摘まなりれば確かめられな

い。

震源の深さ 震源の深3はー貼観測では正確ぞ朗し難いが，今初動振隔が記録紙上で-

iリメートル以上の地震のみに就いて，震源の深3の分布闘を作って見ると第八闘の如く，

i¥λλ 
1八
;:;れ

第七周 火山噴火活動のtFi;長と地震震源の移動

上段 第一緒微動年zp.均振幅

中 it 震央距離，研究所上り卜粁)'1、上の地伐同数の地震総般に針する割合

下段 別府附近地震各年総回数

:!.I ) 
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阿蘇火，1，地震俣源の分布に就いて
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地震回数

震源の深さ

:三三R ‘ 

ー ト
ー ..0 •• .且4

0<:1>.. ~・'l_! .. ・H ・ 、・・・叩守?品K-o.....，...，.. 。

1OIkm._ 

.・ . L 。 。.0・士 、• .、 -
ー。ργ. 。
o • ..:. "".0: :~:o 'O-l 0.. 0:とき仲3 ・工 、1 • 。. .、~~ . -0 <T ・

'. 
"n_-_  .'. ...・;;0 .・..._" .. .... 

.- .-.  00  

・ ・・._- ・-
.. .. ~.. .. 0 0 。
・ ・..・.. . . 

第九岡 震源深さ分 布 岡

東西方向の垂直面に投影

上段の曲線は研究所を中心とする南北の幅十粁地域の平均海抜高度を示す

大韓4，5粁の深さのものが長も多く夫れから離れるに従って，深くても，浅くても徐々に

載が減少し，深さ 10粁ぞ越えるものは甚古僅少である。

第九闘に昭和八年中に起った火山地震震源の深3の分布冶東西ケ向の垂直面に投影した

ものぞ示しれ。震源分布圃第四，五，六闘で西方外輪山内壁附近に震央のある地震が他のも

のに比べて，震源が深くなってゐることが目立つのであるが，そのことは本闘でも明に見

られ平均約 3粁寝深くなってゐる。

この事賓は外輪山生成構巧を考究する上に甚t:意義あらことと忠はれるい

( 1 )谷貞夫本託、第 1巻第 3披

(日J) 


